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起案用紙（委員会記録伺） 
（１号） 

 
議 長 副議長 委 員 長 事務局長 局長補佐 係 長 担 当 文書取扱主任 
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（             ） 
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事務局長          西 澤 和 史 総務係長 近 藤 由 美 

事務局長補佐        岡 村 むつみ   

記     録 

令和５年３月定例会において、継続調査となった所管事項の調査のため委員会を開催しました。 

その概要については以下のとおりです。 

 

別添のとおり 
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■委員長挨拶により開会。 

 

■所管事項の調査について 

●まず、「健康福祉委員会の現状と今後の展望について」、高齢者支援課から説明を受け調査を行った。 

【説明：武内高齢者支援課長】 

まず、こちらの事業概要からご説明させていただきます。 

市内の地区それぞれにおいて、健康福祉に関する事業を行うことにより、住民が住みなれた地域で

互いに支え合い、安心して日常生活を営むことができる地域づくりに資することを目的に、当該事業

を推進しております。事業の実施主体は市でありまして、事業の推進主体が地区の健康福祉委員会で

ございます。こちらに事業を委託しております。事業内容につきましては、４つの事業を委託してお

ります。組織活動事業、介護予防事業、健康推進事業、支え合いの地域づくり事業でございます。そ

れぞれの内容につきましては、資料をご参照ください。 

続きまして、設立の経緯でございますけれども、旧中村市時代、旧西土佐村時代から、それぞれ地

区での活動は行っておりましたけれども、それを一本化したものでございます。地域での保健介護組

織の必要性と事業を継続していくために、旧中村市がやっておりました高齢者地域触れ合い談話室、

旧西土佐村がやっておりました地区保健推進委員会、中村地区の地区社会福祉協議会、こちらの各地

区の組織を一本化しまして、個々の組織が独自に運営していた制度を廃止しまして、市と地域が協働

で地域全体を支える仕組みづくりを行うために、平成 24年度にこの健康福祉地域推進事業を開始した

ものでございます。現在 12年目となっております。現状でございますが、平成 24年度事業開始に 96

地区で始まり、平成 30年度の 121地区をピークとして組織数が現在減少傾向にあります。この減少に

つきましては、新型コロナウイルス感染症での活動自粛などを経て、令和４年度末で 111地区という

ことになっております。10地区減少しております。 

課題でございますが、後継となる若い世代や新規加入者が少ないことや男性の参加者が少ない、町

並みなどには集会所などの開催場所が少ないこと、運営者・担い手が高齢化し実施・運営に負担が大

きいことなどが原因で活動が低下し、組織を維持していくことが困難となっている地区も見られま

す。 

今後の対応ですけれども、活動を通して、体操などで楽しく過ごせる、地域での情報が得られる、

地域との繋がりが深まる、家から出て孤立防止となる、生きがいを感じる、などの効果を感じる声が

上がっております。活動が低下している地区につきましては、市や社会福祉協議会などが出向いて活

動補助を行うなど、また、新規に設立意欲のある地区に対しては、「サポートブック初めのいっぽ編」

を提供するなどの支援を行っております。今後は、昨年度から実施しております地域別の意見交換会

でいただいております地区からの様々な意見を参考に、地区間での交流の機会を設けること、また、

簡単にできる活動メニューを提供すること、市への報告書類はなるべく簡素化するなどの運営上の負

担を軽減し、活動をさらに維持向上させていきたいと考えております。 

【質疑：澤良宜委員】 

 課題についてお伺いさせていただきたいんですが。コロナの影響があったということは承知してお

ります。男性の参加者が少ない理由っていうのは、女性が多いということなんでしょうけど、男性が

少ない理由としては何か確認されていらっしゃいますでしょうか。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 男性が少ない原因ということまで分析しているわけではございませんけれども、様々な地区での活

動であったり、市の事業などの参加者は、ほとんどが元気な女性でございます。男性が参加すること

が多いのは、地区での活動というよりも、シルバー人材センターで活動をして、ご自身の能力を生か

して、それで、地域に貢献したり、草刈であったり、ご自身の能力を生かした活動をする方が多うご

ざいます。地域での生きがいづくりの活動などは、どうしても女性が多い傾向にはなっております。

各事業の性別の集計をとってもほとんどが女性の参加ということで、男性の参加を積極的に促してい

きたいと考えておりますけれども。明確な理由っていうのは分析できておりません。 

【質疑： 瀨副委員長】 

 各地区での活動というものが非常に重要だと理解しているつもりなんですが、人数が非常に少ない

地区もあるんですね。１地区ごとで考えますと。過去にやっていたような合同での運営っていうもの

も考えていかないと。５人の中で、健康福祉委員会という形で運営するというのはなかなか難しい面

があると考えます。 
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私の住んでいる地域は、活発に毎月集まりをしています。時々案内をいただいて参加することもあ

りますし、区長等には案内があって、レクレーション等に加えて地域への要望等があれば、お年寄り

からの要望という形で、区長また私にも上がってくる場合がございます。そういうふうにいろんな面

要望等も出せる、そういうふうな活動も含めて考えたら、メリットを感じてくださる方が増えるので

はないかとそんなふうにも思いますが。その点についてはどうお考えなのか教えてください。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 コロナウイルスにつきましては一定収束も見られておりますので、各健康福祉委員会同士が情報交

換する機会ということで、先ほど地区別の意見交換会の話をさせてもらいました。そういったことで

各地区の取り組みを共有する、隣の地区ではこんなことをしている、いうことなんかをお互いに知り

得る機会を作るようにしております。 

また、その中で、健康福祉委員会地区同士が交流を行い、互いの隣の地区の活動なんかを学び、そ

れを取り入れることをしていただいたり、合同での開催ができるのではないかということで話し合い

もしているところです。地区自体が人数が少なくなっていることは承知しておりますので、合同での

開催ということも含めて、地区と検討していきたいと考えております。 

【質疑：川渕委員長】 

区長との意見交換会の中で、市に提出する書類が非常に煩雑だという意見が出ておりました。先ほ

どの書類を見ますと、提出書類等を簡素化するように要綱を見直して、運営上の負担を軽減するとい

うふうにありますけれども、これは今年１年かけて見直して、来年度から実施をするということでし

ょうか。それとももっと早くできるんでしょうか。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 提出書類につきましては、以前から地区からもいただいておりまして、平成 29年度に簡素化ついて

は行っております。けれども、今でもなお提出書類が多いといった意見もいただいておりますので、

委員長からお話いただいたとおり、今年度中に見直しを行い、なるべく簡素化できるように、来年度

の事業から提出書類が省略できるように取り組んでいきたいと考えております。 

【質疑：川渕委員長】 

 来年度からということなんですけども、区長会はできるだけ早くというような形がありましたの

で、年度途中で要綱の見直して、どういう整理ができるかわかりませんけど、できれば早く実施をし

てあげたほうが各地区も喜ぶのではないかと思います。その点をもう１回確認。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 地区とは委託契約を締結して、実施協議書というものを出していただいて、すでに２ヶ月スタート

しております。今年度につきましては、様式での提出をお願いしているところなんですけれども、な

るべく記入が少なく済むように、私どもが代行して作れる書類については市が作成したりということ

もしております。走り書きしていただいたのを私どもが書類として整え、地元の方にお返しして判を

押してもらうというようなことは現在もしているんですけれども、そもそもその書類自体を少なくで

きるように。委員長のお話では１日も早くということでございましたけれども、少しお時間をいただ

いて、今年度中には必ず見直したいと。地区の負担も軽くし、またそれ以外の支援もしていきたいと

いうことを考えております。 

【意見：川渕委員長】 

 わかりました。ありがとうございました。よろしくお願いします。 

※他に質疑なく終了 

 

●次に、「令和５年度主要事業概要について」。 

〇まず、環境生活課から説明を受け調査を行った。 

【説明：山本環境生活課長】 

先週の月曜日に実施させていただきました市民側溝清掃収集運搬作業におきましては、議員の皆さ

んにも大変ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。教育民生常任委員会におきまして

は、上岡議員に運搬作業をお手伝いいただきました。今後ともよろしくお願いいたします。寺尾議員

にもやっていただきました。ありがとうございました。 

主要事業概要の説明でございますけれども、先ほど委員長からございましたように、新規・重要事

業を中心に説明ということでございますので、私の方からは 24ページでございますけれども、ごみの

減量化対策事業についてのみ説明をさせていただきます。 
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令和４年４月に改定いたしました一般廃棄物処理基本計画におきましては、１人１日あたりの家庭

系のごみの排出量を最終目標年度、改定から 10年後ですけれども、令和 13年度までに 100グラム程

度削減するという目標を立てております。100グラムと言いますと、新聞紙でございましたら６枚分、

500ミリリットルのペットボトルで４本分、同じサイズのアルミ缶でしたら５本分、１リットルの牛乳

パックでしたら５個分のような目安になっておりまして、生ごみの水分を十分切っていただくとか、

できるだけリサイクルに回していただく、そういったことに少し気をつけていただければ達成できる

ような目標じゃないかと考えておりまして、さらなる啓発の工夫が必要でございます。 

２のリサイクルの促進、３の剪定木等堆肥化事業、４のマイバッグ推進事業につきましては、例年

と同様の事業でございます。記載のとおりでございますので、後程ご参照願いたいと思います。 

それから、４月に行われました議会と区長会との分野別意見交換会におきまして、ごみの収集や減

量化に関するご意見もいただいたようでございます。 

まず、ごみの収集方法の現状と課題に関しまして、集積所収集と戸別収集について不公平感がある

というご意見をいただいておりますけれども、令和５年５月時点で、中村地域の全 136地区におきま

して、ステーション収集が 93地区、約７割でございます。ステーション収集と戸別収集が混在してる

地区は 30地区ございます。約２割でございます。戸別収集が 13地区、約１割というような状況にな

っております。これを令和元年度以降４年間の推移で見てみますと、戸別収集地区が 33地区ありまし

たけれども、それが 13地区と。20地区は何らかの形でステーション収集に切り替わっているといった

状況もございます。残った 13地区につきましては、街中、古津賀、具同、こちらの方が多い傾向がご

ざいまして、今後ですけれども再度、各区長さん等に個別にお話をお伺いしまして、現状の分析から

入りまして、集積化実施に向けた方策を立てていきたいと考えております。 

また、分別収集担当者いわゆる家庭ごみ減量推進員ですけども、その方の負担やなり手不足に関し

てのご意見もあったようでございます。中村地域の家庭ごみ減量推進員の皆さんに対しましては、毎

年度４月下旬に各地区を訪問させていただきまして、家庭用ごみの分け方・出し方に関わる詳細につ

きまして研修会を開催し、説明させていただいているところでございます。その研修会におきまして

は、そういったごみに関する説明に合わせまして、普段、推進員の皆さんが直面をしております問題

点・困りごと、また市への要望といったことを、できる限りお聞きをしまして、後日それらのご意見

に対して文書でもって回答させていただいているといった状況でございます。今後とも、できる限り

推進員さんの負担にならないように、随時ご意見を伺いながら取組を進めさせていただきたいと思っ

ております。 

それから、ゼロカーボン推進にかかる地区活動推進交付金につきまして、どのようなことに活用す

ればいいのかわかりにくいといったご意見もいただいたところでございます。このことにつきまして

は、先ほどの推進員さんの研修会におきましても同様のご意見もいただいたところでございまして、

例えば、高齢者のリサイクル意欲の向上といったことを目的としまして、ペットボトルをたくさん持

ってくれた方にリサイクル品の回収の袋を渡すといった経費に活用している地区もございます。また

街路灯のＬＥＤ化経費への一部活用、地区の一斉清掃時の活動経費、そういったごみの減量化、また

地球温暖化対策に寄与すると思われるあらゆる活動に充当していただければと考えております。こち

らも、推進員さんには周知させていただくところでございます。 

最後に、ごみ減量化への取組としまして、住民の意識高揚を図って欲しいというご要望もいただい

ております。住民の皆さんの意識高揚・啓発、これは我々にとって永遠のテーマというふうにとらえ

ているところでございますけれども、これまでにも広報それから家庭ごみ減量推進員の研修、などで

呼びかけをさせていただいたところでございますけれども、今後におきましては、住民の皆さんがよ

りイメージしやすいような工夫、例えば、新聞は１週間でこれぐらいの重さになるので、それをごみ

として出さずに資源として出してもらえればこれだけ効果が上がりますよ。あるいは、ごみ袋代、こ

れ１袋約６キロ換算ですので、１家庭１年間にこれだけ出してもらえば、目標達成できるんじゃない

かといった資源物、それからごみの重さの感覚と言いましょうか、そういったものをより身近に感じ

ていただけるような数字での啓発をしていきたいなというふうに考えているところでございます。 

【質疑：澤良宜委員】 

住民の皆さんに対しての重さの周知っていうのは、すごくわかりやすいやり方だな、すごくいいや

り方だなと思っております。それを周知していくっていうのがどうしてもまた永遠の課題になるかと

思うんです。なかなか、近所の皆さんでも、たかだか新聞６枚分がどうなるやっていう感覚ではある

と思うんですよね。やはりそれをどう周知していくかっていうのが本当に課題にはなってくるかと思
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います。広報とか、ホームページとか、ポスターとかもいろいろされているかとは思うんですが、そ

れでも足りないのかなとは思うんです。他に何かというのは私もご提案はできないんですけど。それ

以外で周知方法とか、何か考えられてるとか今からやっていこうかなっていうようなことはあります

でしょうか。 

【答弁：山本環境生活課長】 

 そこが一番課題なんですけども。私が考えてるのは、いろんな市のイベントがございますので、そ

ちらの方に出向かしていただいて、１つブースができればそこのブースで実際にやってみて見ていた

だくとかですね。そういった体を張ったといいましょうか、我々体を張るのが商売ですので、そうい

ったことで取組を進めていこうかなと。もう地道な取組しかないと思うんです。ありきたりなことを

しても駄目ですので、１例ですけども、いろんなイベントがございますので、そちらに足を運んで、

実際に市民と対話しながらいうことも１つ考えています。 

【意見：澤良宜委員】 

 ありがとうございます。ぜひ体を張っていただいて。若いご家庭とかって、本当にそれこそやっぱ

り意識はそこまでいってないのかなと思うんです。若い方が集まって、こういう認識ができるような

イベントの方からやっていただけたらと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

【質疑：川渕委員長】 

 家庭ごみ減量推進員の話が出ましたが、その方たちには一定の謝礼金っていうか、お金は支払われ

るようになっているでしょうか。それとも地区のほうで出すようになっているんでしょうか。 

【答弁：山本環境生活課長】 

 ボランティアで謝礼等はなく、大体が区長からの推薦でなっていただいて、１年間ご苦労をかけな

がら活動をしていただいております。 

【質疑：川渕委員長】 

以前お金が払われていたということが区長会からお話があって、別の制度じゃないかと思うんです

けど。今それがなくなって、それは別のことで支払われているけれども、ごみの減量ということじゃ

なくて、家庭ごみ減量推進員ということではなくてお金を払われているけれども、１番負担がかかっ

ているそのメンバーの人たちに、具体的にお金を支払うっていうのは、謝礼を支払いするようなこと

ができないのかということが区長会でも随分出ていたように思うんです。そこは区で工夫をして、区

から多分出してはいると思うんですけど、それにしても負担が多いということで、市がそこに何かこ

う手当ができないのかなというふうに思うんですが、今後の検討も含めてその点はいかがでしょう。 

【答弁：山本環境生活課長】 

 ご苦労かけている方に謝礼的にお金を払って活動していただくというのは、一般的にいろいろわか

ることでありますけども。ごみの減量化、世界的な問題でして、それぞれが取り組むべきことと考え

ております。すべてに謝礼を払うというのはなかなか財政的にも難しいですし、そこは各地区で工夫

していただいて対応しているというような状況。できればこれを続けていっていただきたいと思って

おります。できるだけ負担にならないように、随時ご意見を伺いながら、不都合に思ってることはこ

ちらからいろいろ支援していくべきだと思いますので、そういった対応で続けていきたいというふう

に考えています。 

※他に質疑なく終了 

 

〇続いて、子育て支援課から説明を受け調査を行った。 

【説明：濱田子育て支援課長補佐】 

資料 29ページをご覧ください。結婚支援センター事業についてご説明させていただきます。本事業

につきましては、少子化対策の取り組みといたしまして、独身者の出会いの場の拡充やサポートの充

実を図り、多くの結婚の機会を創出することを目的として、専門的な結婚支援を行う四万十市結婚支

援センターを設置するものです。センターには、気軽に相談できる窓口を設けて、出会いサポート事

業の周知や登録の受付、婚活サポーターとの引き合わせ、登録情報の管理を行うとともに、本市の結

婚事業の最大の特色であります民間ボランティアによる婚活サポーターを効果的に機能させるよう、

サポーターの活動の情報を集約し、個別の結婚支援活動や活動情報を生かしたイベント企画を行うな

ど、結婚支援活動のコーディネートを強力に推進できる体制を構築したいと考えております。 

なお、本事業につきましては、令和５年度は子育て支援課に会計年度任用職員を１名雇用して事業

を実施することとしていますが、将来的には民間事業者への業務移管を視野に入れておりまして、ま



6 

 

ずはこのセンターの本格的な運営体制構築の準備を行いながら、民間委託の手法などを検討して参り

たいと考えております。 

続きまして、資料 30ページ。具同保育所移転改築事業についてご説明させていただきます。現具同

保育所におきましては、事業の目的にも記載しておりますとおり、昭和 50年７月に建築されており、

築 47年を経過しております。このため、経年による機能・性能の劣化が著しく、隣接地に移転改築を

行い、保育環境の充実を目指すとしまして現在事業を進めているところでございます。 

事業内容としましては、資料に記載のとおり、木造・一部ＣＬＴ活用で、移転場所が隣接地である

ことから、現園舎が建っているものについてはすべて園庭で使用することを想定しております。この

ため、園庭がこれまでより、拡大する予定となっております。 

本年度は、昨年度から繰越して実施している実施設計業務が完了した後に、ＺＥＢ補助事業の交付

決定を受け、各種工事に着手していく予定としております。全体総事業費としましては、令和３年か

ら令和６年度の事業期間中に、用地購入費約 5,000万円を含めまして合計で 11億 6,000万円あまりを

見込んでおりますが、うち令和５年度の予算につきましては、資料記載のとおり、建築工事費に１億

6,382万 7,000円、工事監理業務に 388万円、家屋調査業務に 1,850万 2,000円を計上しております。 

翌年度以降の事業計画につきましては、資料記載のとおり、建築等工事の後、現保育所の解体工

事、園庭駐車場整備を順次実施していくようでございます。 

ここで１点、これまでにお知らせしておりました事業スケジュールにつきまして、本日までに変更

が生じておりますのでご報告させていただきます。５月に入りまして、ＺＥＢ補助金の申請手続きス

ケジュールが明らかになりまして、ＺＥＢ補助金につきましては本年度採択時期が令和５年９月頃に

なる予定です。工事入札はその後に実施することになっておりまして、本年 10月末以降となります。

これに伴いまして、契約議案も本年 12月議会に上程する予定としております。説明申し上げました理

由によりまして、令和５年度以降に実施する各工程が、すべて１四半期ずつ延期されるということと

なりまして、新園舎の供用開始、いわゆる開所につきましては、令和６年度中ということには変わり

はございませんが、旧園舎の解体工事等園庭や駐車場の利用開始が、令和７年度に食い込む見込みと

なって参ります。今回のスケジュール変更は、純粋に財源確保の確実性を高めるために実施したもの

で、建築事業に新たな支障が生じてこのようなスケジュール変更になったというものではございませ

んので、ご承知おきいただければと思います。 

【質疑：大西委員】 

家屋調査業務に関して 1,800万円あまり入れてるんですが、範囲的にはどの範囲まで家屋調査をす

るのか。どの段階で調査をするのか教えていただけますか。 

【答弁：濱田子育て支援課長補佐】 

家屋調査につきましては、工事発注前に、建物の端から半径 30メートル以内の建物を調査するとい

うことになっております。 

【質疑：大西委員】 

大体 30メートルっていうのはどこぐらいまでの範囲になるのかわかりますか。どの建物が範囲にな

るのか。あの辺はそこまで民家ないと思うんですけど、民間も含まれるのかどうか、詳しく教えてい

ただきたいんですけど。 

【答弁：宇都宮保育係長】 

具同保育所の新園舎の建設予定地と現舎の土地があると思います。そこの角四隅から大体半径 30メ

ートル以内とプラスα。隣接地がありますので、そういったところも家屋調査の範囲に含めようかと

は考えています。範囲としましては、東側で言いますと、例えば具同田黒集会所の近辺。もう１つは

めぐみ乳幼児保育園がありますのでその近辺。西側で言いますと、リコーさんの事務所が道路挟んで

向かいにあると思います、そこの範囲。南側で言いますと、１号公園の北側にアパート等があります

のでその範囲のあたり。具体的に詳細までは言えませんが、そういった範囲を想定しています。 

【質疑：上岡委員】 

前課長の説明の時には、地盤が弱いので 50センチぐらい地盤を上げるという説明を受けたんです

が、この間も見に行って今の更地を見たら 10センチも上がってないんですけれど。あの状態でそのま

ま着工するのか教えてください。 

【答弁：濱田子育て支援課長補佐】 

建築過程におきまして、50センチのかさ上げは行っていくようなことではしております。 

※他に質疑なく終了 



7 

 

〇続いて、健康推進課から説明を受け調査を行った。 

【説明：竹本健康推進課長】 

31ページをご覧ください。新型コロナワクチン接種事業についてご説明させていただきます。 

５月８日から、感染症法上は新型コロナが５類に引き下げられましたが、ワクチン接種におきまし

ては、予防接種法上の臨時接種に関する特例が令和６年３月末まで設けられております。そのため、

市の方で実施をするものです。令和３年５月よりワクチン接種が開始されまして、これまでに生後６

か月以上の方に、それぞれ年齢区分に応じて１回目から５回目までの接種を実施してきております。

令和５年度はこれまでの接種に加え、春夏に高齢者と基礎疾患を有する方などを対象にした接種を実

施し、秋冬に５歳以上の方全員を対象にした接種を実施します。実施期間と対象者についてはご覧の

とおりですのでご確認ください。今回も、医療機関のご協力による個別接種と集団接種、市立武道館

と保健センターを予定して接種の機会を確保することとしております。 

続いて、32ページをご覧ください。妊娠出産子育て支援事業についてご説明させていただきます。 

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につな

ぐ伴走型相談支援と、出産育児関連用品の購入や子育て支援サービスの利用負担軽減を図る経済的支

援としての子育て支援応援ギフト給付事業を一体的に実施して、すべての妊婦・子育て世帯が安心し

て出産子育てができる環境を整備する事業です。この事業は、令和５年２月から実施をしておりまし

て、令和４年度に妊娠・出産された方に対しては、全員支給済という形になっております。 

まず事業内容として、伴走型相談支援としましては、住民票のある０歳から２歳の乳幼児を養育す

る子育て世帯を対象に実施をします。経済的支援としましては、給付内容は出産応援ギフトが妊娠１

回につき５万円。子育て応援ギフトとして、出生した子供１人につき５万円を支給する内容にしてお

ります。それに合わせて、子育て支援アプリと電子申請ということを今回入れております。子育て支

援アプリを導入し、妊婦や子育て世帯への情報発信、オンラインによるアンケートの実施、母子保健

事業においての申込みや、電子母子手帳機能の活用などによって、子育て世帯に対してニーズを行う

ためにアプリの導入を考えております。こちらは８月リリース予定で、順次、予約機能電子申請機能

というのを追加していく予定で、今年度中にすべての機能ができるような形で進めていくように予定

しております。 

【質疑：澤良宜委員】 

妊娠出産子育て支援事業なんですが、もう２月からスタートされているということで順次対応され

ているかと思うんですが、問題点とか出てきたことってございますでしょうか。 

【答弁：竹本健康推進課長】 

今のところは問題ということは出ておりません。令和４年度の支給対象者の方で、締切まで近づき

ましても申請がない方には、こちらから連絡させていただきまして、皆さん無事に申請されましたの

で、現在のところではありません。 

【質疑：上岡委員】 

再確認。経済的支援の中で、給付内容、要するに１人妊娠しましたということで５万円。出産する

前に、健康診断を受けたときに双子やった３人の子供やった言うても、１妊娠やけん５万円の補助。

で、２人生まれたら 10万円、３人生まれたら 15万円というような確認でよろしいでしょうか。 

【答弁：竹本健康推進課長】 

そのとおりです。 

※他に質疑なく終了 

 

〇続いて、上下水道課から説明を受け調査を行った。 

【説明：池田上下水道課長】 

69ページをお願いします。浄化槽設置整備事業でございます。 

生活排水による公共用水域の水質汚濁の防止と快適な生活環境への改善を図るため、令和３年度に

新たに循環型社会形成推進地域計画を策定しまして、令和４年度から令和８年度までの５か年計画を

立て、整備を図っていくものでございます。 

本年度の事業内容でございますが、浄化槽設置整備補助金 3,000万円。これは住居を対象に合併浄

化槽を設置。１か所当たり 30万円の補助金として 100基分を補助するものでございます。 

また、今回の計画策定から、新たに単独浄化槽を撤去し合併浄化槽を設置する住居を対象に、１か

所当たり９万円の上乗せ補助をするもので、今年度は 10基分の補助を見込んでおります。 
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次に本年度の事業実施予定の事業費でございますが、3,090万円を予定しておりまして、財源の内訳

は記載のとおりでございます。 

※質疑なく終了 

 

〇続いて、市民病院事務局から説明を受け調査を行った。 

【説明：原市民病院事務局長】 

主要事業概要の 70ページをお開きください。事業名としては病院事業健全化です。この事業につい

ては新規事業でございませんので、簡潔に説明させていただきます。 

平成 16年度の新医師臨床研修制度以来医師不足に苦しんでおりまして、平成 25年度には一般会計

から５億円繰入れてもらうという状況になりました。その後も医師不足は改善せず、一方で患者数も

減少し、令和３年度には４階病棟を休床するという対応をとったところでございます。その後、コロ

ナの補助金等もありまして、経常収支は若干の黒字で推移しておりますが、ご承知のように５類にな

り補助金も縮小するということが明らかになっておりますので、今後ますます経営の増収と経費削減

に今までより一層力を入れていかなければならないと考えております。 

今年度の収支見通しですが、常勤医師９名。ただし、この９名のうち１名は現在育休中でございま

す。非常勤医師 21名の体制で、１日平均入院患者数 49名、外来患者数 180名を見込んで経営の安定

化を図っていくこととしております。 

予算ですが、営業収支にあたる医業収支は、２億 4,411万 6,000円の赤字を見込んでおります。そ

れから繰入金等を含めた医業外収支である経常収支については、8,427万 7,000円の赤字を見込み予算

としております。 

事業内容については、１点目、令和９年度までの中期の経営強化プランを策定し、経営の継続健全

化を図っていくこととしております。 

２点目は、診療報酬の加算の維持または新規取得に努め、収益の確保を図るとともに、費用につい

ては診療材料等見直す中で積極的に削減策を図っていくこととしております。 

医師確保については、引き続き大学医局への働きかけを継続することは当然として、今年度４月か

ら募集を開始した医師海外留学支援制度の活用を含め、あらゆる手段を講じて新たな医師の招へいに

努めて参ります。また、若い医師も参りましたので、研究・研修の機会を保障する等、選ばれやすい

病院となるなるように努力して参ります。 

ますます急速に進行する少子高齢化による医療需要の変化に対応するため、複数の医療機関が医療

法に基づく地域医療連携推進法人というものがございますが、こちらに参画することで医療資源を最

適化し、地域における地域包括ケアシステムの構築が可能となるよう、公立病院として中心的な役割

を果たして参ります。 

【質疑：平野委員】 

病院の経営改善の関係ですが、医師の不足ということが一番問題になっておるようでございます

が、魅力的なというようなことで医師を四万十市に呼び込んでというような政策があったようですけ

ど、ああいった呼び込みというふうな今後の計画はございませんか。 

【答弁：原市民病院事務局長】 

四万十市に来てもらう一番魅力的な施策として、医師海外留学支援制度があると思います。すでに

全国で既存の制度ございますが、思い切ってこの支援額を上げたものとなっています。 

もう１点として、他の制度というのは総合内科を募集しているケースが多いですが、こちらは四万

十市が行う制度ですので、市民病院の診療科・要望している診療科、外科・泌尿器科・脳神経外科・

整形外科を含めて募集をしております。 

これまでにない特色のある制度となっておりますので、留学を考えている若いドクターにとっては、

一定魅力的なものになっているのかなあというふうには思っております。 

【意見：平野委員】 

 医師が四万十市に魅力を持って集まってもらう。なかなか難しい問題でございますけど。四万十市

に魅力をもって、医師が積極的に来るような政策・方策を考えていただきたいと思います。 

※他に質疑なく終了 

 

〇続いて、西土佐診療所及び西土佐保健分室から説明を受け調査を行った。 

【説明：稲田西土佐診療所事務局長】 
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診療所の 74・75ページですが、74ページについては継続事業ですので割愛させていただきたいと思

います。 

75ページの方の説明をさせていただきたいと思いますが、その前に資料の訂正をお願いしたいと思

います。財源内訳で誤りがありまして、過疎債 60万円とありますが 70万円の誤りでございます。そ

して、一般財源が 19万 8,000円とありますが、９万 8,000円の誤りです。どうもすいません。 

説明に移らさしていただきたいと思います。 

診療所は 19床のベッドを有する有床診療所であるため、消防法施行令の一部を改正する政令により

まして、令和７年６月末までにスプリンクラーの設置が義務づけられました。その設置にあたりまし

て、今年度、工事設計図書の作成を行うものでございます。 

ここに西土佐診療所・西土佐保健分室とありますが、西土佐診療所の建物が、四万十市西土佐総合

保健施設といたしまして保健分室の研修室や会議室等が併設された施設でございまして、財源を診療

所と保健分室の面積で按分しておりますので、診療所と保健分室の主要事業概要として掲載させてい

ただいております。 

※質疑なく終了 

 

〇続いて、学校教育課から説明を受け調査を行った。 

【説明：山﨑学校教育課長】 

主要事業概要の 76ページをお願いしたいと思います。 

今回、５つの項目を挙げさせていただいておりますので、それぞれ簡単に説明をさせていただきた

いと思います。 

まず、76ページで小中学校の再編でございますけども、これつきましては、平成 31年３月に策定い

たしました第２次の再編計画に基づきまして、総合的に学校再編の取り組みを進めてきており、目標

年度としましては令和４年４月ということを定めた中で進めて参りました。その中でも、まだ２校区

が残っているということでその取組につきまして継続していくということで、本年度の事業内容とし

ましては、大用中学校まだでございますので大用中学校への対応ということで、意見交換会等の開催

を考えており、継続させていただいております。 

また、再編をしましたので、小学校段階での事前交流等につきましても、引き続き行っていきたい

というふうに考えております。 

また、再編に伴いまして、スクールバスの運行につきましては、その下に書かせていただいており

ますが、本年度も 12路線、事業費といたしまして 3,700万円ほどを入れさせていただいた中で、スク

ールバスの運行を行っている状況でございます。 

大用につきましては、５月 11日に役員会で説明させていただく中で、５月 27日、今週の土曜日に

なりますけども、保護者との意見交換会を行っていただけるということですので、教育長をはじめ、

私たちで保護者のところへ行かせていただいて、意見交換させていただきたいと考えております。 

次のページ、77ページになります。学校運営協議会についてでございます。 

学校運営協議会につきましては、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくために導入

する制度でございます。令和５年度末までに、市内全小中学校に設置するということも掲げて進めて

おります。 

学校運営協議会の主な役割と申しますのは、（1）から（4）まで掲げさせていただいておりまして、

校長の学校運営の基本方針を承認すること、学校運営について教育委員会または校長に意見を述べる

こと、教職員の任用に関して教育委員会規則に定める事項について教育委員会に意見を述べること、

その他、各学校における課題や取組目標の検討などということでございます。 

これまでに、18校中 12校で既に学校運営協議会の設置がほぼ終わっております。残る６校につきま

しても、この後１学期末を目標または２学期末をというような形で、年度内にすべての学校で設置が

できるという見込みになっております。 

続きまして 78ページになります。東山小学校校舎改築事業についてでございます。 

これにつきましては、当初予算の予算決算委員会等でも随時ご説明をさせてきていただいたところ

ですけども、本年度の事業としましては、本校舎の関係事業としては校舎の改築について現在設計を

進めております。６月末を基本設計の終了時期としまして、そのあと実施設計に入るというようなこ

とで、学校の中でも教職員の意見の聴取や保護者への説明等々も順次進めさせていただいてるとこで

ございます。実際の改築につきましては、令和６年３月から令和７年７月、令和７年度の１学期いっ
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ぱいというふうに考えております。 

また、既存校舎の解体につきましては、設計を今年度から行わせていただくようにしておりまし

て、令和５年 12月から令和６年３月、今年度いっぱいで既存校舎の解体をするというふうに計画させ

ていただいております。 

それに伴いまして、仮設校舎につきましては、これまでもご説明させてきていただいているとお

り、安並運動公園の温水プールの北側に既に敷地造成は終わっております。これについて、設置の方

を７月から 10月ぐらいまでかけまして、プレハブの２階建を設置させていただいて、10月下旬から

11月上旬に引っ越しの作業をさせていただき、この期間、学校１週間ほど休みをいただくということ

で、夏休み少し前倒しをさせていただくという予定にしております。引っ越しさせていただいて、令

和５年 11月から令和７年７月までを仮設校舎での運用というふうに考えております。 

また、令和７年７月までの間に、隣接します屋内運動場・体育館につきましても、長寿命化に係る

工事を行う予定としておりますので、本年度から設計の方に入らせていただきたいというふうに考え

ております。 

懸案となっておりました１・２年生の徒歩通学者によります通学距離が延びることに対しての対応

ということにつきまして、これも学校・保護者とも話をさせていただいている途中でございます。基

本的には、４キロを超える１・２年生の徒歩通学者に対しては、スクールバスを出したいというふう

なことで保護者側にも提案させていただいており、また学校にも一度相談させていただいているとこ

ろでございます。60名程おられるのではないだろうかというような想定の中で、現在のところ２路線

古津賀方面から走らすような予定で計画を作っているところでございます。４キロというのは、安並

の運動公園から見ますと、大体下田分岐あたりになってまいります。下田分岐より遠い古津賀方面、

それから下田方面の古津賀もありますけども、その辺りから通う１・２年生を対象としたスクールバ

スを走らせたいというふうに考えているところでございます。 

本年度の事業としましては、トータルで３億 6,800万円ほど計上させていただいております。 

続きまして、79ページ・80ページになります。学力向上事業でございます。 

79ページ、１番の学校力授業力向上、２番の英語力向上、３番の語学指導を行う外国青年招致（Ａ

ＬＴ）事業。80ページ、４番の辞書活用学習推進、５番の放課後学習支援、７番の学校図書館支援員

配置、これらにつきましては例年どおりですので説明を割愛させていただきたいと思います。 

80ページ、６番の特別支援教育支援員配置でございますけども、障害のある子供や通常の学級に在

籍する発達障害となる子供につきまして、学習生活支援策として特別支援教育支援員という会計年度

の職員を配置しております。去年までは特別支援教室に配置をさせていただいておりましたが、学校

の今の実態を考えますと、通常の学級でも支援がいるお子さんがいるというようなところで、大規模

校を中心に、通常学級への会計年度職員の配置というのも今年度行わせていただいておりまして、そ

の関係で人数・事業費等につきましては昨年度より増となっているものでございます。 

また、80ページ、８番のＩＣＴ活用教育推進というものにつきましては、令和２年度からギガスク

ール構想を推進してきておりますが、これらのハード整備につきましては、ほぼほぼ整ってきたもの

というふうに考えております。これらを今後効果的に活用し運営するために、専門知識を持ったＩＣ

Ｔ関係業者のノウハウを活用して、ＩＣＴを活用した教育学習を行うということが課題というふうに

なってきておりますし、教員に対しましても学習支援を行うにあたっては、教員の指導力向上を図る

とともに、ＩＣＴに関する相談をワンストップで受けられる相談体制を構築するということが、教員

の負担軽減にも繋がるものというふうに考えております。教育ネットワーク運営支援センター業務、

これヘルプデスクのような形のものですけどもこういうものと、ＩＣＴ支援業務、各学校巡回で回っ

ていただいていきながら、有効な活用策、困りごと等へのが対応というようなことについてのフォロ

ーをしていきたいというふうに考えております。 

最後になります。81ページ。スクールミールなかむらみなみの改修工事の事業でございます。 

学校給食センター、西土佐を含めて市内に４つありますけども、その中でも中心的な存在になって

おりますスクールミールなかむらみなみにつきましては、平成 21年度に設立をされてから 13年が経

過してまいりました。施設内外の老朽化、設備の老朽化っていうふうなことが起こっておりまして、

令和２年度にはこれらの更新計画を策定して、事業費の平準化を図りながら修繕に努めているという

ようなところでございます。 

既に報告させていただいておりますが、令和６年度からは県立中村中学校への給食提供も予定して

おりますので、それに伴います能力増強の工事というのを合わせて行っていくということにさせてい
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ただいております。 

本年度の事業内容としましては、建築の改修工事、電気設備工事、機械設備工事、厨房機器の設備

更新、施工管理業務というようなことで、建築についてはフードの改修にかかります下地づくりであ

りますとか、電気についてはキュービクルの改修、機械についてはフードの交換、炊飯ラインの拡張

と。厨房機器等につきましては、炊飯器の交換であったり、電気、回転釜の増設だったりというよう

な改修と能力増強というものを、事業費１億 900万円ほどになりますけども、財源につきましては記

載のとおりでございますが、これらを学校給食に支障がないように、夏休み・冬休みを工事期間とし

て、改修工事を行いたいというふうに考えております。 

【質疑：平野委員】 

小中学校再編の関連で、大用中学校、意見交換はまだやってないんですかね。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

令和４年度も申し入れをさせていただいて、２回程させていただいております。令和５年２月にも

役員会にお邪魔させていただきまして、意見交換をさせていただきました中で、会長の方からも継続

して意見交換をしていきたいというお話をいただきましたので、先日、５月 11日に、役員会のほうと

お話をさせていただき、やはり保護者全体ともお話をさせていただきたいということで、今週土曜日

が参観日ですけども、その参観日の後にお伺いさせていただいて、保護者全体と教育委員会との意見

交換をさせていただきたいというふうに考えています。そのあとも、継続的に意見交換の場を持たせ

ていただきたいというふうに考えているとこでございます。 

【意見：平野委員】 

今年度はまだやってないんだよね。もう地域もね、あまりくどいことは言わんと思います。学校が

あればそれにこしたことはないんですけど、そういうふうな状況じゃないですので。早めに、子供た

ちのために、適正な学校運営ができるような規模の学校の統廃合、そういうことが私は一番大切なこ

とだと思っておりますので、そういったことについて努力をしていただきたいと思います。 

【質疑：大西委員】 

この協議会、国の方針だと思うんですが、教職員の任用に関しての部分で相当権限あるような形と

思ってしまうんですが、これは県の教育委員会に直接意見を述べるという形になるんですよね。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

大西議員がおっしゃったように、すごく権限があるというふうに見られる部分があるかと思いま

す。ただ、いろいろ解説等を読んでいきますと、個人の教員に対してこうしてもらいたいとか、学校

に対してこの教員を外してもらいたいとかっていうような話ではないです。学校の経営、校長が定め

る学校経営を一緒に考えていくということなので、学校の特色としてこういう学校にしていきたい

と。そのためにはこういう資格を持った教員を配置してもらいたいであるとか、こういうところが足

りないのでこういう職員を配置してもらいたい。学校経営に対しての職員の今の体制に対する意見と

いうような形が基本という形になってきますので、この先生は何かあるのでこの先生を外してくださ

いとか、この先生をもってきてくださいとかっていう話ではないというふうに僕たちは理解させてい

ただいております。 

学校運営協議会は教育委員会にも意見もできるということについては、任命権者である県の教育委

員会に対しての意見なので、直接というふうに捉えられる部分もあるかと思いますが、市の教育委員

会を通していただいた上でそれを県の教育委員会に上げていくという形。それは、市の教育委員会が

中でどうこう操作をするというのではなくて、その意見については直接市の教育委員会を経由して、

県の教育委員会に上がっていくという形になろうかと思います。 

【質疑：大西委員】 

わかりました。ちょっと安心しました。 

協議会自体は、地域の代表やＰＴＡ等関係者・学校関係だとかということなんですけど、何名ぐら

い任命するのか。 

校長の作成する学校運営の基本方針を承認すると。つまり、校長が協議会で承認を受ける形になる

と思うんですけど、そこで承認されなかった場合はどういうふうな取り扱いになるのか、説明お願い

できますか。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

市でも規則を定めておりまして、１校で設置をする場合については 15名以内で設定させていただき

ます。地理的に、２校合わせて設置するというようなところで、例えば、下田小学校・中学校という
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ようなところとかも考えられますので、２校で設置する場合については 25名以内とさせていただいて

いるところでございます。 

学校経営に対して承認されない場合はどうなるのか。これについてもいろいろ調べていましたら、

基本的に承認をされないので学校経営が認められないということではないとなっています。最終的に

承認が得られなくても、校長の判断で、校長の学校経営については推進することができるということ

になっています。ただ、教育委員会としましても、そういうふうなことにならないような形で、そう

いうふうな状況になった時には中に入って、一緒に話をするであるとかいうようなこともあろうかと

思います。ただ、学校運営協議会の方から承認をされないので、新年度の学校経営についてはそれで

やってはいけませんということにはなってないというふうに承知しています。 

【質疑：上岡委員】 

学校運営協議会、これどういうような組織で、どういうふうな活動をするのか若干わかっています

が、以前にやっていました開かれた学校づくり推進委員会いうのも、今学校はやっているんですか。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

 特に具同なんかで言いますと、わたり会というのがあろうかと思います。地域学校協働本部ってい

う形で、地域の方がいろいろと関わっていただいて、放課後の学習支援であったり、登下校の見守り

であったり、学校の環境整備だったりとか、そういうような形でこれまでいろいろ携わってきていた

だきました。その地域学校協働本部っていうのは残しながら、先ほど説明しました学校運営協議会、

これについては企画の部分というふうに考えていただくとわかりやすいかもしれません。企画の部分

と実行部隊というふうに考えていただくと、わかりやすいのかもしれませんけども、校長の学校経営

に対してどういうふうな学校づくりをしていきたいのか、すべきなのかっていうふうなところ。頭脳

の部分をこの学校運営協議会の方が担って、それらに基づくものや地域学校協働本部で個別に考えら

れること、実際に実働部隊という形になろうかと思いますけども、そういうようなところは、引き続

き、地域学校協働本部の方で、両輪で成り立っていくということが理想のスタイルというふうに考え

ているところでございます。 

【意見：上岡委員】 

 課長ね、やるのはいいんですけれど、新しいものを入れても古いものが残る形があったら、教職員

の負担いうのは１つ増えるんですよね。学校の教員は何を一番望んでるのかいうのは、児童生徒との

交流ながですよね。それを若干でも断ち切ることがはないように、新しいものを入れたら古いものを

消していくような形で、今から前を向いて進まんと。古いものは残しつつ新しいものを入れよった

ら、仕事が１つずつ増えていくようになりますので、そこのところも委員会としてしっかり把握して

から、指導・助言をお願いしたいと思います。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

 貴重なご意見いただきましてありがとうございました。 

削減していく業務も含めて、学校運営協議会の中なんかでは考えていかなければいけない部分も当

然あろうかと思います。学校運営についてどういうふうにあるべきかということをいろいろ計画する

中で、学校運営協議会が直接いろいろ学校の中で行われることに対して関わるということにはならな

いというふうに思いますので、地域学校協働本部という今まであったものにつきましては、大切にし

ていただきながら地域とも関わっていただいて、適切な学校運営ができるようにということで、教育

委員会の方としても、そういう形でしていきたいというふうに考えておりますので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

【質疑：上岡委員】 

 令和６年度から県立中村中学校への給食の提供予定という、県立なのに、何で公立の四万十市がそ

ういうふうなことになったのか、経緯をちょっと教えてください。 

【答弁：山崎学校教育課長】 

 これにつきましては、県教委の方から依頼もございました。県立学校につきましては、高知国際、

安芸、中村という形で設置されておりますが、それぞれ給食がないというような状況になっていたよ

うです。各所在の市町村に、給食の提供ができないかという依頼があったというふうに承知しており

ます。 

中村の場合で見ますと、県立中村中学校については食堂が利用できないというようなことなんかも

あって、保護者の負担を考えたときに、中村地域以外のところからも通われてるところが多くあると

いうことで、その保護者の負担軽減等も踏まえて、何とか四万十市対応していただけないかという依
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頼があったというふうに私たちは承知しております。その中で、まずは四万十市の学校給食が安心安

全にできるということが第１の中で、能力の増強それから設備更新等を含めて、できるのかできない

のかっていうところを検討させていただきました。その中では、現施設のままでは対応ができないと

いうことで、費用負担をしていただけるのであれば、能力を増強した中で、四万十市の方で対応がで

きるのではないかというお話をさせていただきました。負担率等も定めた中で、県の方から応分の負

担をいただく、施設整備、その後の運営費等につきましても、協定を結ばせていただいてさせていた

だくということで、令和６年でどうだろうかというお話をさせていただいたところでございます。 

経過としましては、県教委の方から打診いただいて、こちらの方で検討した結果、受入れることが

できるであろうと。またその部分については応分の負担を求めます、という状況の中で受入れさせて

いただいたというような状況でございます。 

※他に質疑なく終了 

 

〇続いて、生涯学習課から説明を受け調査を行った。 

【説明：戸田生涯学習課長】 

資料 82ページをお願いします。四万十市総合文化センター整備事業でございます。これにつきまし

ては、継続事業ですので簡単に説明をさせていただきます。 

事業内容の全体計画について説明させていただきます。 

施設については、施設整備と管理運営でございます。ハード整備とソフト整備それぞれでやってお

りまして、この表に掲げているとおりでございます。本年度は、本体工事３年計画の３年目、管理運

営相当部分についても３年計画の３年目の工事でございまして、ソフト部分については、開館準備・

備品の使用料の設定・予約システム・ホームページの作成等していく予定となっております。令和６

年４月の開館を予定しております。 

ハード整備につきましては、３月議会でご承認いただきました。繰越も発生し、工期の延長があり

ましたが、当時の説明どおり８月には建物については竣工予定で、施設・外構等についても、３月に

はできるということで予定どおり進んでいる状況でございます。 

令和３年から５年の建物の建設工事費用は、70億 4,057万 7,000円とあります。これにつきまして

は、令和３年当時、債務負担等をお願いした時から内部の若干の揺り動かしはありますけれども、総

額については変更がない状況でございます。 

本年度実施予定分については、予算審議における事業説明等でも内容を説明しましたけれども、今

年度の事業の内容を書いております。令和４年度繰越事業等がありますが、これについては繰越時に

説明したとおりで、コロナによりまして現場が止まったこと、資材等が予定どおり入ってこなかった

こと等で工期が２か月延長になった分について繰越した内容となっております。 

83ページをお願いします。３番には財源の内訳を書いております。本年度の事業としましては、令

和５年度事業としましては 38億円何某、令和４年度繰越分については 25億円何某で、合計 63億

9,163万 1,000円という計画になっておりまして、財源の内訳はここに書いてあるとおりです。 

２段目の木の香るまちづくり推進事業費補助金でございますが、これについては令和５年度のみの

県補助金になっております。内容としましては、県産材を活用した公共事業の整備ということで、施

設に椅子や机等のものを設置するために活用する補助金でございます。 

【質疑：大西委員】 

湧き水ですよね、これ突然出てきたというふうな形の説明を受けて、今後どうなるかわからないと

いう説明を受けたと思うんですが、現状、原因の確認調査ということなんですけど。今、わかってる

範囲で教えていただけますか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

この件については、前段説明したとおりでございますが、発生は昨年度の台風の数日後でございま

した。その時に、湧水が出ていた状況でございましたけれども、そのあと１回ほど雨で出ている状況

が確認とれています。ただ、それがどういう水なのかっていうのは分からず、あくまでも当時は現状

の確認に留まっているところでございまして、本年度、早い段階で、その水については成分調査等を

して、粘土層のものなのか、それとも表面を流れる水なのかという確認を取り、方針の決定をする予

定です。方針の決定を当初予算に間に合わせないと来年度の対応になりませんので、今年度前半の内

に方針の決定をして、残りの土地について、その湧水を止める大規模な工事をするのか、もしくは、

その土地を全部地権者の了承を得られたならば、全体を施設整備の土地として考えていくのか、そう
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いう総合的な判断に結びつけるようなことを、今年度前半に予定しておりまして、現状は成分検査の

ための契約をする前段となっています。 

【質疑：大西委員】 

まだ原因わかってないと。早期にやらないと、例えば、あの一角全部買わないとどうにもならんと

なったときに、現状使ってる方々との調整等が必要になると思うんですよ。その際に、嫌だというよ

うな形になった時に、施設として機能的にも大丈夫なのかっていうのが僕は非常に心配なんですけ

ど。答えづらいとは思うんですけど。できるだけ早く。湧水が出ることによって、工事の進捗状況的

に影響というのはどうなんでしょうかね。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

工期に関しては影響は一切ないです。 

※他に質疑なく終了 

 

●次に「ソーラーパネルの廃棄処理に係る市の役割について」環境生活課から説明を受け調査を行った。 

【説明：山本環境生活課長】 

 ソーラーパネルの廃棄処理にかかる市の役割ということにつきまして、資料№３で説明をさせてい

ただきます。 

使用済ソーラーパネルにつきましては、全国的な状況といたしまして、現在、徐々に排出が始まっ

た段階ですけれども、今後は、その排出量がこれまでの普及件数に沿った形で、急激に増加するとい

うことが想定されております。 

資料の１の使用済ソーラーパネルの基本的な処理の流れについてでございます。 

循環型社会形成推進基本法におきましては、リユース・リサイクル・埋め立て処分といった廃棄物

等の処理の優先順位が定められておりますけれども、使用済ソーラーパネルにつきましても、そうし

た優先順位で取り扱うことが望まれているところでございます。こういったことを受けまして、排出

されました使用済ソーラーパネルにつきましては、産業廃棄物として回収され、中間処理、その後に

多くの素材はリサイクルされるということでございます。また、検査プロセスを経まして、可能なも

のについてはリユースされるということでございます。そういった工程を経た後に残ったものを最終

処分するというのが基本でございます。 

２の使用済ソーラーパネルのリサイクルの関係ですけれども、現在、高知県内におきましては、使

用済ソーラーパネルの排出量はまだまだ少ないということなどから、リサイクル施設を備えた中間処

理業者は存在してない状況でございます。四国内で見ましても、対応できる事業者は、ともに松山市

にあります２社のみのようでございます。住宅用ソーラーパネルの撤去に関しましては、販売店、施

工業者など専門業者へ相談されるということが一般的ですけれども、設置業者が廃業した場合などに

おきましては、メーカーへ直接連絡するといったことも可能でございます。また、そういったことと

合わせて、取り外しやリサイクルの処理が可能な事業者が、資料の右のほうのページに記載しており

ます４業者となってございます。 

３の最終処分についてでございます。ソーラーパネルには、鉛などの有害物質を含む可能性がござ

いますので、管理型の最終処分場での埋立処分が基本ということでございます。高知県内では日高村

にありますエコサイクルセンターが管理型の最終処分場ですけれども、こちらで使用済ソーラーパネ

ルを廃棄物として受け入れる場合としましては、破砕や焼却といった中間処理において、できるだけ

減量化を施した上で、燃え殻として受け入れるといったことを想定しているようでございます。 

今後におきましては、使用済ソーラーパネルが大量発生するということを見据え、パネルのリサイ

クルの仕組みづくりが全国的に大きな課題になってくると思われております。このため、国におきま

しては、2030年代の発生量のピークに合わせ、計画的に対応できるようリサイクルを促進・円滑化す

るための制度的支援、あるいは、義務的なリサイクル制度の活用といったことについて検討されてい

るようでございます。また、県のレベルにおきましては、国に対しまして、リサイクル事業者の育成

でありますとか、処理ルートの整備への支援などといったことを要望していただいてるようでござい

ます。市としましては、カーボンニュートラルの実現を目指す中で、今後とも太陽光発電設備の導入

については積極的に進めていくことが必要であると考えております。そのためにも、使用済ソーラー

パネルにつきましては、可能な限りリユースしていただきまして、リユースできないものは、原則、

リサイクルしていただくといった資源循環の取組を進めていくことが重要ではないかと考えており、

今後とも国や県によります検討の動きを注視させていただきまして、市からも、あらゆる場面におき
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まして国や県に要望を上げていくことが必要でございます。 

こういったことを踏まえ、４の市の役割。身近にできることとしましては、市内事業者さんとは適

正処理に関して情報交換を行うことはもちろんですけれども、市民の皆さんに対しても、対応できる

事業者の紹介といった適正処理に向けた取組ということを進めて参りたいと思っております。 

【質疑：平野委員】 

 廃棄物としては産業廃棄物？一般廃棄物じゃなしに？この廃棄物、廃棄されそうなものというのは

設置から大体 2・30年ぐらいではないかと思われますが、現在そういうものが出ておりますか。 

【答弁：山本環境生活課長】 

廃棄物の種類で言ったら、産業廃棄物になります。現在、そのようなものが出ているかということ

ですけれども、市内の数業者にいろいろ確認も取らせていただいて話もしました。業者によっては、

まだ使用済のものは出てないというようなところもありますし、交換したものは倉庫にしっかり保管

しているというような状況もございます。議員がおっしゃられたように、2010年代に設置が始まっ

て、大体 20年から 30年でその期限を迎えることになっておりますので、今後そうしたケースは増え

てくると。それが急激に大量発生するというような時期が 2030年度に来るというような想定になって

おりますので、それまでに様々な対策を考えていかないかんというふうに思っております。 

【質疑：平野委員】 

これからということ？発電所とか、そういった大きな施設から出る分については産業廃棄物ではっ

きりやれると思いますが、各家庭からどんどんどんどん出るということなりますと、一般廃棄物と混

同されての排出いうようなことも予想される。そういうことで、非常に危惧されるところもありま

す。そういうこともないように、よろしくお願いします。 

【答弁：山本環境生活課長】 

平野議員のおっしゃられるように、各家庭からそこの住民の方が持って来られると、分類上は一般

廃棄物になります。一般廃棄物になりますと処理ができないということで、住宅用の分を取り替える

際も必ず専門の業者に関わっていただくように、市としてもしっかり周知していかないかん部分と思

っておりますので、これからそういったことに力を入れていきたいと思っております。 

※他に質疑なく終了 

 

●次に、「学校図書館の蔵書の整備・充実について」学校教育課から説明を受け調査を行った。 

【説明：山﨑学校教育課長】 

 お手元の資料をご覧いただきたいと思います。 

学校図書館の蔵書の整備・充実についてということでございますので、令和４年度実績といたしま

して、現時点での各学校の蔵書数、令和４年度の学校に対する配当額とそのうちの図書費というも

の、令和４年度実際に図書を購入した実績を一覧表にさせていただきました。 

各学校１桁まで冊数が出てるもの、概数で表示させていただいてるものとございますが、蔵書数に

つきましては、学校名の隣に書かせていただいておりますのが現状ということになって参ります。 

令和４年度の学校配当額全体としましては、消耗品でありますとか、その他のものを含めて、全体

で各学校に教育委員会・学校教育課の方から配当させていただいた中で、目安として図書費をこれぐ

らいでということで年間の配当額をお示しさせていただいておりますが、これに縛られるものであり

ません。学校配当額の中で、図書費をもう少し上げていくということも、学校の裁量の中で構わない

ことでありますけども、一応目安としてお示しさせていただいております。 

図書購入実績において、実際に各学校が令和４年度に購入した冊数・金額については、配当の図書

費より多い額になっております。はみ出た額についてはどういう対応してるのか、ということにつき

ましては、各学校等でＰＴＡ会費等集めておりますので、ＰＴＡ会費等から予算をいただいてるとこ

ろや、いろんな団体等から寄付をいただいてるものなどが、その増冊分・はみ出た部分の購入財源と

いう形になっていると考えております。 

【質疑： 瀨委員】 

 大用中だけが購入実績がゼロになっていますけれども、これはどういうわけか、そこだけ教えてくだ

さい。 

【答弁：山﨑学校教育課長】 

 理由は特に承知しておりませんが、配当させていただいております図書費 45,000円は、使わなけれ

ばいけないということではないと考えております。何らかの形で昨年度購入する必要がなかったとい
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う認識ではおります。特にこういうことで買わなかったということを伺っておりませんので、今、お

答えすることはできません。 

※他に質疑なく終了 

 

■次に、所管事項の報告について。 

●まず、「介護保険法に基づく行政処分について」高齢者支援課から報告を受けた。 

【説明：武内高齢者支援課長】 

３月 17日の教育民生常任委員会で、介護保険法に基づく行政処分ということで人格尊重義務違反

（高齢者虐待）に対する行政処分を行います、というご報告させていただきました。 

資料の１番から５番につきましては、３月 17日の資料と全く同じでございます。 

概要だけご説明させていただきます。指定認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）に

対し、令和３年 12月から令和４年４月にかけて行った監査において、利用者に対する人格尊重義務違

反（高齢者虐待）が認められたため、指定介護予防認知症対応型共同生活介護事業者に対し、介護保

険法に基づく行政処分を行うものいうことで、５月１日から７月 31日まで新規利用者の受入を行うこ

とができない、５月１日から 10月 31日まで介護報酬を２割減額するというご報告させていただきま

した。 

その後の経過につきましてご報告させていただきます。行政処分通知発送以降の経過でございま

す。３月 17日に行政処分の通知を発送しました。その後、事業者からは３月 30日付で、私ども３月

31日受付で、事業廃止届の提出がございました。内容につきましては、令和５年５月１日付で事業廃

止という届出でございます。こちらにつきましては、４月 28日付で告示をしております。 

３月 17日の時点で、６名入居者がいらっしゃるというご報告させていただきました。その６名につ

きましては、それぞれの介護度や状況に応じて、西土佐地域内の養護老人ホームや有料老人ホームに

全員入所となっております。 

人格尊重義務違反（高齢者虐待）に対する対応につきましては、令和５年４月３日に、事業者とし

て検討会議を行ったという内容の改善報告書が４月 28日に提出されました。これによりますと、市が

指摘しました８つの改善項目につきましては、それぞれ改善を行ったという報告がございました。３

月 17日のご報告の際には、相手方が弁護士を立ててきておりまして、私どもがに認定した高齢者虐待

に対して認識が違うと回答・反論がございましたけれども、改めて行政処分の通知を行った後には、

事業者として、８つの項目に対して高齢者虐待について認め、それぞれ改善を行いましたという形で

報告がされております。 

５月１日付で廃止にはなりましたけれども、通知以降につきましては、不適切な管理は行っていな

いという報告を受けております。なお、その提出が４月 28日で、５月１日廃止ということで、現地で

の確認は私どもは取れておりませんが、５月１日時点には全員別の施設に入居となっております。 

【質疑：平野委員】 

改善項目を実施したという報告があったわけですが、その後、やった行為に対して、謝罪等の表現が

ございませんが、そういったことがあったかどうかわかっておりますか。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 ８つの項目で、暴力的行為であるとか、高齢者を乱暴に扱う行為であるとかいった形で指摘してお

ります。それにつきまして、職員間で話し合い、それぞれ原因を分析し、今後の取組内容について検

討し、こう改善しましたといった形での書面での報告書の提出がございました。28日に提出されて、

その時点では全員他の施設に移っておりましたので、現地での確認はできておりませんけれども、私

どもが指摘した事項については、職員間での協議の結果、すべて改善しましたという形で書かれてお

ります。繰り返しになりますが、前回の報告では、市の指摘事項は誤っている、そういった事実はな

いという弁明書が提出されておりましたけれども、行政処分通知の後には事実を認め、改善しました

という報告がされております。 

【質疑：平野委員】 

改善したということでわかりますけど。ある一定、申し訳なかったとかいうような表現的なものは

ないかと思ったわけでございますので、そういう雰囲気がなかったんですかね。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 書面ではございますけれども、市に対する謝罪といった文面ではございません。利用者に対して、

このように対応するよう改めました、やさしい対応ができるようになりましたとか、介護の様子が少
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し書かれております。私どもが求めていたものも、謝罪の文書という形ではなくて、こういった事実

が認定されたのでいついつまでに改善をしてくださいという通知でございましたので、市長が出した

通知に沿ってこういった改善をしましたという形での報告になっております。 

【質疑：平野委員】 

 この方、事業もう廃止したわけですか。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 事業所は廃止になっております。この事業者は、愛媛県で２か所、西土佐地域で１か所、計３か所

の事業所を運営している法人でございますけれども、そのうち西土佐地域の事業所を廃止し、事業者

としては愛媛県に２つの事業所を運営しております。 

【質疑：大西委員】 

 この件なんですけど、どこまで市ができるかというのはなかなか難しいと思うんですが、利用者の

方、ご家族の方、精神的にも来られている方おられると思うんで、どこまで市ができるのかっていう

のは難しいと思うんですが、そこら辺お願いをしたい。 

こういう言い方が正しいのかわかんないんですけど、悪質な事業者だったなあっていう、それを市

として指定してしまったという部分で、今後、どのように改善されていくのか。規則に沿った形で指

定されると思います。見抜くというのは難しいと思うんですけど、指定された後に、今までよりも高

頻度で調査するとか。今回のことを受けて、今後、市としてどういうふうな形で改善を図っていくの

か。このようなことが二度と起こらないような形でどのように考えているのか。今後の考え教えてい

ただきたいです。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

 指定につきましては、基本的に書類審査になります。介護保険法で定める基準を満たしておれば、

書類上の点検はオッケーということで、次に地域密着型運営委員会を設けており、そこに事業者に来

ていただいて、その書類について説明していただきます。どういった事業所を運営していくかという

説明をいただいた上で、その委員会が意見をまとめて市長に提出し、その提出されたものをもって指

定するといった流れになりますので、なかなか先のことが予知できないというのはございます。法を

満たす基準等々満たせば、指定にはなります。 

大西議員おっしゃられたとおり、その後の私どもの関わりというところが重要になってくると思い

ますけれども、市としましては、実地指導という形で指導に入ると。そこでいろいろ聞き取るわけで

すけども、問題点が見られた場合は監査を行うという形が流れになってきます。監査につきまして

は、抜き打ちも含む形になってきますけれども、それは最悪の形であって、まずは指導の段階で現場

に入ってるところで、私どもが書類を含めて見抜くといったことが必要になってくるかと思います。 

住民に対しては、家族における高齢者虐待についての研修会を毎年やっておりましたけれども、施

設の事業者向けの研修はできておりませんでした。今回の事例を受け、３月の予算でお願いし、事業

者向けの高齢者虐待に関する研修会を今年度から予定しております。 

今年度からは、市が実施する定期的な研修会で、確かな意識をもってもらうといったことと含め

て、そういった定期的な指導によって早期に発見することに努めて参りたいと考えております。 

【意見：山下委員外議員】 

 この会社、現場を見させていただきましたけれども、通常の建物ではないような気がしました。書

類上だけではなく、現地に行って現場を見て、市のほうも確認しながら許可を出さなければこういう

ことは起き得ることかと思いますので、現地のほうに足を運んでいただきたいと思います。 

【答弁：武内高齢者支援課長】 

建物が、規模によって指定をできない、ということにはなかなかなりませんけれども、そういった

現地の調査も含めてやっていきたいと。平面図等々は判断材料の１つにはしておりましたけれども、

現地も知った上で、市も確認した上で指定していくということに努めて参りたいと考えております。 

※他に質疑なく終了 

  

― 休憩 ― 

 ― 再開 ― 

 

●ここで、「介護保険法に基づく行政処分について」の質疑に対して、高齢者支援課から補足説明を受け

た。 
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【説明：武内高齢者支援課長】 

 大西委員と山下委員のご質問の中で、指定に係る審査のお話の質疑がございましたけれども、基本

的には書類での審査ということで、平面図・立面図での審査を行うという形でご答弁いただいており

ましたけれども、指定前には現地の方は把握に伺っておりまして、現地を知った上で審査をしておる

ということの説明が抜かっておりました。 

誤った形での答弁になっておりましたので、修正をよろしくお願いします。 

 

●続いて、「四万十市民大学について」、「総合文化センター開館記念事業について」、「第29回四万十川ウ

ルトラマラソンについて」生涯学習課から報告を受けた。 

【説明：戸田生涯学習課長】 

 生涯学習からは３点、所管事項の報告をさせていただきます。 

まず、四万十市民大学についてでございます。これにつきましては、本年度事業が確定しましたの

で、本委員会で報告をさせていただきたいと思います。 

令和５年度市民大学につきましては、全講座共通のテーマを設定しておりまして、「出会い」として

おります。講師ごとに共通テーマにそった内容の講演を実施します。 

今年度は、例年どおり３講座実施する予定としておりまして、細かい説明は割愛しますけれども、

まず、第１講座につきましては、女優の秋吉久美子さんにお願いしております。人との出会い、作品

との出会い、学問との出会い、という視点で発表していただきます。日程につきましては、７月 21日

金曜日で、演題につきましては「女優である理由」ということで、これまでの実体験から、人との出

会い、作品との出会い、学問との出会い等トークショー形式でお話いただけるということで調整して

おります。 

続いて、第２講座でございます。今泉忠明先生でございまして、「動物の出会い」という視点でお話

いただきます。８月１日の日程で、演題としましては「愛すべき”ざんねんないきもの”と進化」という

ことで、この方につきましては、野生動物研究の第一人者でございまして、ざんねんないきもの辞典

等について監修されているところでご存知の方もおられるかと思います。これまでの出会い等、動物

との出会い等について苦労話等含めてお話いただくということにしております。 

第３講座につきましては、若宮正子さんでございます。出会いの内容としましては、「パソコンとの

出会い」ということで、この方は三菱銀行に勤めておられる方でしたけれども、定年を機にパソコン

を購入してパソコンを始めたと。広い世代の方みんなと繋がりたいということで、同世代のために、

パソコンサロンを開くといった活動と同時に、シニア世代が楽しめるということで、独自にアプリ開

発をするということで、80歳でアプリの開発をされた方でございまして、世界最高齢のプログラマー

ということで、米のアップル社からも招待されて講演したという経歴の持ち主の方でございます。 

続きまして、しまんとぴあのプレイベントの開館記念事業等の基本方針について、ご報告させてい

ただきます。スケジュール工期等については、午前中説明しましたので割愛させていただきます。 

プレイベントとしましては、正式オープンまでの間で、市民に知っていただくと、また施設の職員

の習熟訓練であるとか、施設の機能の訓練であるとか、チェックであるとかいうような趣旨で開催す

るものでございまして、12月にダン活ということで、地域の小中高生とワークショップをしながら１

つの作品を作るという趣旨の活動を行います。これにつきましては、２月にもダン活のコーナーがあ

りまして、この２回をもって１つの作品を作り上げて、施設でお披露目する流れになっております。 

続きまして、１月の事業でございます。オーケストラの音楽コンサートということで、パシフィッ

クフィルハーモニア東京というところに来ていただきまして、開催する予定でございます。 

続いて、宝くじ文化公演事業ということで、アーティストの蛯名健一さんというダンスで有名な方

に来ていただいて実施します。これは宝くじの文化事業で経費はかからないものでございます。 

続いて、１月 26日から 28日の日程で、ＮＨＫのど自慢を予定しております。これにつきまして

も、募集に当選しましたので、経費については、基本的にはＮＨＫにみていただけるということで、

我々は会場の運営と会場の貸し出しというような形になろうかと思います。 

続いて、２月の事業になりましたら、劇団四季のミュージカルということで、劇団四季さんがこう

いうところに来てくれるっていうのはすごいレアなことでございますので、これもぜひ宣伝をして事

業をしていきたいと考えております。ダン活については、12月のものとセットで、市内小中高生が、

ワークショップを通して１つの作品を作って発表するという形になっております。 

３月には、しまんとぴあツアーということで、現在内容は整理中でございますけれども、バックヤ
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ードのツアーであったり、しまんとぴあのお仕事の体験であったりと様々なこと、展示の仕方や市民

みんなが利用について利用しながら利用の仕方を学ぶというような経験の場を、何か作っていきたい

と考えているところでございます。 

６年４月になりますけれども、開館記念事業でございます。 

開館記念事業は考え方様々ありますけれども、本市としましては、まず１回、式典は４月の早い段

階、予定では６日・７日で考えておるんですけれども、早い段階で一旦式典をして、そのあと、1回目

の大きなものを、こけら落としと設定するかどうかわかりませんけれども、館をフルに活用したイベ

ントをしたいと考えております。そのあと、１年間フルに使うかどうかわかりませんけれども、月に

一度は開館記念事業という冠をつけて、何かしら事業を継続していって、１年間はお祭り的な趣旨で

館を知らしめる意味で、開館記念事業を継続したいと考えているところでございます。 

次に、第 29回四万十川ウルトラマラソンについてのご報告でございます。 

ウルトラマラソンにつきましては、第 26回大会及び第 27回大会につきましては、選手及びボラン

ティア等が新型コロナウイルス感染症の感染対策が難しいという趣旨から中止をしたところでござい

ます。第 28回大会につきましても、新型コロナウイルス感染症に最大の配慮をしながら、対策をしな

がら行うということにしておりましたけれども、感染拡大の影響によりまして、ボランティアスタッ

フの確保が非常に難しいという判断の中、安心・安全な大会運営が困難であるという判断で、中止と

いう苦渋の判断をしたところでございました。 

今年度は４年度ぶりとなる開催でございます。第 29回四万十川ウルトラマラソンの日程につきまし

ては、令和５年４月 20日に西土佐ふれあいホールで実行委員会が開催されまして、日程が決まったと

ころで、事務局はそれに向けて準備を始めているところでございます。 

開催日時は令和５年 10月 15日、日曜日でございまして、種目としましては、従前どおり 100キロ

の部と 60キロの部でございます。100キロの部につきましては、これまでどおり公認コースというこ

とで開催する予定でございまして、受付につきましては、100キロの部は前日 14日・土曜日にスポー

ツセンターで行います。60キロの部につきましては、前日は四万十町の十和体育館。当日につきまし

ては、出発場所であります四万十町こいのぼり公園前で受付する予定となっております。 

主催につきましては、幡多地区陸上競技協会、四万十市、四万十町で開催予定となっております。 

以上につきましては、大会パンフレットを添付しておりますので、また詳しく確認していただいた

らと思います。 

定員につきまして説明します。 

種目につきましては、100キロの部では 1,600人としております。参加費は２万円で、５時半に蕨岡

中学校スタートということになっております。60キロの部につきましては、500人、参加費は１万

5,000円で、９時半に四万十町のこいのぼり公園をスタートということでございます。 

参加の申込期間は、６月１日から７月 31日までの２か月間取っております。これにつきましては、

昨年度は、２週間の募集期間で非常に短く、参加者も 2,400人から 2,500人の募集で 2,000人弱と２

割ほど減った状況でしたので、なるべく募集期間を長く取って、周知しながら募集人数を増やそうと

いう考えで、今年度は長めの募集期間となっております。 

同時に、ボランティアの募集もしております。ボランティアの募集につきましては、５月 24日水曜

日から６月 23日金曜日までの予定でやっております。ボランティアの人数につきましては、昨年度の

中止の件がございますので、様々検討しているところでございます。まず、従前の大会、普通に開催

できた 23回大会から 25回大会で言えば、全体で 1,800人のボランティアが確保でき、それで大会運

営をしていたという状況でございます。それにつきまして、第 28回大会中止の部分でのボランティア

の人数を書いておりますけれども、前年度につきましては、応募期間を設けて募集しましたが、結果

的にボランティアとして参加していただけることとなった方は約 1,200人でございました。600人も割

っているということで、大会開催について非常に憂慮するような状況になっておりまして、結果的に

様々な総合判断から、先ほど説明したように中止となったような状況でございます。 

そういうことがありましたので、ボランティアについては、従前から 1次募集については少なめ、

想定人数 1,800人でも少なくなっていってると。年々少なくなってるということについては、動員に

よって 1,800人を確保していくような状況ですので、ボランティア確保にもなかなか苦労していたと

いうような状況は、過去の経過から分かるところでございましたので、今回は基本的に人数を減らし

て、従前どおりの体制ができないかという見直しをしたところでございます。 

その結果、第 29回大会についての必要人数は、約 240人ほど減らした 1,560人で開催しようという
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ことで、現在ボランティアの貼り付けであったり、新たな体制を構築しているところでございます。

昨年同様に、募集する人数は最低来ていただけると考えたならば、今回動員が必要な人数につきまし

ては、約 365人必要になっております。これにつきましては、市内の会社や市職員、なるべく多くの

方にボランティアに参加していただくような形をとって、不足分を埋めていくようなことをしたいと

思っております。 

また、従前の人に無理なお願いをするわけじゃなく、実行委員会としましても、県内の大学、高知

大であったり、県立大であったりというところに四万十市出身・幡多出身の方もおりますので、しっ

かりとボランティアの提案できる内容・時間・場所を明確にした上で募集していって、若い子たちに

も参加していただけるようお願いする。近隣市町村にも、企業・事業者に対して、ボランティアを要

請するなど、幅広い募集の方法も検討しながら、ボランティア確保に努めていく考えでございます。 

【質疑：大西委員】 

 分からないので教えてほしいんですが、市民大学のテーマ、今回、出会いということですけども、

これっていうのは市民の声も聞きながらテーマを決めていくような形なんでしょうか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 テーマについては、行政で様々考えた上で提案し、社会教育委員会に諮り、定例教育委員会等に諮

って決定している内容で、市民からの声を受けて選択したというような趣旨にはなっておりません。 

【質疑：大西委員】 

 市民大学ということですので、市民が受けたいテーマというのはおそらくあると思うんですよ。生

涯学習課としても、より多くの市民に参加していただきたいという目的があると思います。テーマに

関して、一定市民の声も聞いていくような形でもいいのかなあというふうに思うんですが、そこら辺

はいかがでしょうか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

貴重な意見ありがとうございます。 

参加者を多く募るには、おっしゃるとおり、魅力的な講師を選ぶことが重要だと思います。市民の

声を十分に聞かないかんというのはおっしゃるとおりで、ここは反映していきたいと思います。毎回

来ていただいた方にアンケート等を取って、来てほしい方とかいうような積み上げもありますので、

テーマを一定決めた上で、そういう方々を選んでいくとか、なるべく市民の声を反映できる形を取っ

ていこうと思います。 

【質疑：大西委員】 

 総合文化センター開館記念事業のイベントに関しての選定なんですけども、四万十市の観光大使が

おられると思います。そこについて検討されたのか。せっかく観光大使になっていただいたので、四

万十市でこういうふうに行われる事業に関して、観光大使の方に来ていただいてやっていただくのが

自然なのかなあというふうに思います。せっかく任命をしたので、こういう事業に率先して携わって

いただきたいなと思うんですが、そこら辺は検討されたかどうか。今後、検討の余地があるのかどう

かお願いします。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 プレイベントにつきましては、紐付な事業が多かったものでございますので、ある一定、人と相手

は決まったような形ではございますが、観光大使等の設定を考えたうえでということは、申し訳ない

がやっておりません。４月以降、先ほど言いましたように、開館記念事業として 1年弱様々なことを

やっていこうと思っております。内容につきましては、現在検討中でございますので、そういう視点

ももって、イベント提案していこうと思っています。 

【質疑：大西委員】 

 ウルトラマラソンについて、前年度、ボランティアの数が少なくて中止したということなんです

が、この参加者ですよね。ボランティアじゃない一般の走る方の数は実際減らしてるんでしょうか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 参加者、ランナーの定員でございますが、昨年度が 2,400人でしたので 300人減らしています。 

【質疑：大西委員】 

 ボランティアの数も年々徐々に少なくなっていくのかなあということで、ランナーの数を減らせば

ボランティアの数が実際減っていくのか。ランナーの数は関係なく、これだけのボランティアの数が

どうしても必要なのか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 
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 本年度につきましても、ランナーの人数、ボランティアの人数、参加費の件を踏まえて検討したと

ころでございます。極端に人数が減った状況であったら、ボランティアの人数も大きく減るところと

思いますけれども、実際のところ、2,400人が 2,500人、2,500人が 2,300人になったとしても、大き

く変わることはないと考えています。 

ただ、最近の事業で言いましたら、参加者が減っていくっていう事象が発生しています。最近では

先週の日曜日に、柴又のウルトラマラソンが開催されたところでございますけれども、これにつきま

しても参加は４割ぐらい募集に対して少なかったというような状態がございます。高知龍馬マラソン

につきましても、コロナ中ではございましたが、半分ぐらいの人数やったということで、募集に対し

てすごく参加が少ない状態が発生しております。 

これはどういうことになるかといいましたら、大会運営については参加費を運営費と見込んでおり

ます。多めの定員で見込んで、参加費を運営の経費と見込んでおった場合に、例えば６割の参加状況

だったとしたら、収入が６割少なくなるということになりまして、大会そのものの運営ができないよ

うな状態もございます。人数を減らすということは、その運営費をなるべく少ない人数で回せるよう

にっていう狙いもございます。 

参加費も去年からいうたら 2,000円くらい上げさせてもらっているんですけれども、その運営でき

る経費を、参加人数・参加費等様々な面を踏まえながら検討した結果が、今年の参加人数と参加経費

でございます。 

ボランティアはそれとは別で、従前から動員が厳しい状態だったので、なるべく少なくできる最低

人数を狙ったところです。参加人数とボランティアは、リンクしちょう内容かというたら、そういう

わけではございません。 

【質疑：大西委員】 

 ボランティアの募集なんですけれども、大学の方々にも参加をお願いしたいということですけど、

ランナーで落選された方、もしくは過去に参加された方等に、ボランティアの要請というのは市から

行われていますか。何かしら返したいというランナーの方、多いと思います。去年中止になった時、

あるツイッターで、私は走れないけどボランティアとしては行きたかったっていう、中止がすごく残

念だったのでというツイッターとかもちらほら見たんですけど。そういう方々に、ボランティアのお

願いだったり、アプローチはかけてるんでしょうか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 直接的に文面ではかけておりません。ご意見いただきましたので、今後、何かしらＳＮＳであった

り、市のホームページであったり、今回、運営の専用ホームページも立ち上げてます。そういう方も

対象にボランティア募集を広く、どういう文面にするかは考えますけれども、ランナーはできないけ

れどもボランティアはできる方、っていうふうな趣旨の案内をかけていこうと思います。 

過去にそういう募集をした経過はございませんけれども、事例も１件２件はあったということを聞

いています。もちろん我々が把握してないもので、自主的に来られたかたもおられると思います。そ

ういう方々に、こちらが手を広げる形で紹介できたら、なお参加しやすいと思います。そういうふう

な視点で広めて、ボランティア募集の活動をしていきたいと思います。 

【質疑：上岡委員】 

 大会要項に、主催が幡多地区陸上競技協会、俗にいう陸協。主管にも入っちょうがですけど、主催

側が主管と一緒にいうのはどういうのか。初めて見るような要項ながですけど。教えてください。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 書いちょうとおりの内容でございますけれども、公的な裏付けをしっかりつけたのか即答できませ

んが、まず大会の主催としましては、この３者が入ってるところでございます。直接運営・作業する

主管につきましては、幡多地区陸上競技協会と四万十川ウルトラマラソン実行委員会。ウルトラマラ

ソン実行委員会は四万十市と四万十町が出し合いして作った組織でございます。この２社において、

直接的に事業を進めていくということで、主管担当として入れているところでございます。 

陸上競技協会につきましては、審判関係全般に入っていただいていますので、運営に携わっていた

だける団体ということになります。主催とは別に、主菅として用務に携わってもらうという意味で入

ってるところでございます。 

【質疑： 瀨委員】 

 ボランティアの募集についてなんですけども、昨年は協力してくれる方が非常に少なかったという

報告をいただいたがですけれども、私に入ってくるのは、先ほど話もあったように、非常に残念だっ
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たという方。毎年出ているのに、私にははがきが届かなかったいう方がたくさんおいでたように思う

わけです。私の知り合いに、ピンポイントで出さなかったというのは考えられないので、団体代表者

等には間違いなく送っていたとは思うわけですが、過去のように個別ではがきを出してない方が多数

おいでるのではないかいう疑問が１つ。 

それから、先ほど大西議員がおっしゃっていましたけれども、広くボランティアを募集する。さっ

きおっしゃってたとおりでえいがですけれども、ボランティアとして、よそから交流人口として増え

ていくっていうことは、四万十市としても大歓迎なことだと思いますんで、ぜひその点も強めていた

だけたらと思います。これは意見ございます。 

最初の件は答えてください。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 まず、ボランティアの確保の件で、人数がなかなか集まらないということでご説明したところ、残

念な意見もあったということでございますが、確かに、地区や団体によったら、例年どおり協力して

いただけるようなところもございました。そういうところからは、残念という声が上がったことはあ

ると思います。それとはがき、直接のご案内であったり実行委員会からの個別の件でございますが、

これについても、以前、議員の方から聞いたこともありましたので早い段階から内部でチェックして

ました。そしたら、ご案内の仕方が、個人で直接申し込んでくれた方 2・30名おるらしいがですが、

その方々には直接やっていますが、地区等については、地区長から名前をいただいて、地区長に何か

手紙を出したということで行ききっていないと。それについては内部でも話しましたけれども、地区

長がご案内してくれることについては、一般参加に近いものがあるので、最初のご案内・要請の時点

ではしてもらったとしても、後々ボランティア説明であったりとかいろいろな連絡調整については、

直接すべきじゃないかという話をして、本年度については、市役所とか、県職とか国家公務員みたい

な大きな会社やったら、事業所に送って事業所内でお願いしますで済ますけれども、地区については

ほぼ個人に近いことになると思うので個人ごとにアポは取る。最初のご案内はもらいますけれども、

名前をいただいた時点で、そのあとのやりとりは、直接、そのボランティアの方するように改めまし

たので、今年はうまくいくように調整したところでございます。 

【質疑：澤良宜委員】 

 ボランティアの期間、大体１か月になってると思うんですけど、毎回そんな感じなんでしょうか。 

【答弁：戸田生涯学習課長】 

 ボランティアの募集期間は、一番初期の段階でご案内のとおり、６月 23日までとしております。こ

れは、例年大体同じ時期の設定です。理由としましては、ボランティア説明会を８月後半から９月頭

にするようになると思いますけれども、その時点でボランティアの配置をきちんとすることと、ボラ

ンティアの名前をきちんと入れること。後ろに名簿を入れて、かつ、ボランティア説明の中に誰がど

こに入るという冊子を作らないかん関係があります。この冊子の締め切りが、だいぶ手前になります

ので、それから逆算をして内部の調整やどういう期間を取ったら１次締切が大体この期間になると。

それ以後も動員をかけたりして、実際は我々が見るまで、冊子の校正のぎりぎりまで、事務所の動員

という形でやっていますが、そういう意味もありまして、公募としての期間はこの時期になっている

ということでございます。 

※他に質疑なく終了 

 

●ここで、「四万十市郷土博物館展示スケジュールについて」生涯学習課から資料の配付があった。 

【説明：戸田生涯学習課長】 

 企画展・展示会について、前年度に翌年度の事業をある程度固め、学校も含めて最終的には皆さん

に配って活用してもらおうと、本年度の展示スケジュールの作成に取組み、お披露目ということで、

本日配らせてもらいました。ぜひ、郷土博物館に来館していただきたいと思います。 

 

●続いて、「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金について」子育て支援課から

報告を受けた。 

【説明：濱田子育て支援課長補佐】 

 国からの給付金の資料をお付けさせていただいております。 

まず、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金につきましては、メディア等で

も報道されておりましたので、議員の皆様方ご存知であろうと思います。 
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これを本市で給付するにあたりまして、正副議長及び教育民生常任委員会の正副委員長にご相談の

上、５月１日付で当該給付に関わる予算につきまして、専決処分をさせていただきました。この専決

処分については、改めて次の議会にて議員の皆様に専決処分を求めて議案上程する予定としておりま

すが、本日はこれに先立ちまして、教育民生常任委員会委員の皆様に、本給付事業について、概要を

簡単に報告させていただくものです。 

それでは、当該給付金について、概要をご説明いたします。本給付金は児童扶養手当受給者等低所

得の子育て世帯を対象としまして、児童１人当たり５万円を給付する事業となっております。財源に

つきましては、全額国費負担でございまして、給付費本体に市の一般財源は含まれておりません。国

からは早急な交付が求められる中、本市においては５月末から順次給付を行っていく予定ということ

にしております。 

つきましては、６月議会の前の段階で、対象の方には給付が始まることになりますことを、本ご報

告をもってご承知おきくださいますようお願いいたします。 

※質疑なく終了 

 

●続いて、「非課税世帯に対する臨時特別給付金について」､「障害福祉サービス施設等給付金について」

福祉事務所から報告を受けた。 

【説明：渡辺福祉事務所長】 

 提出させていただいております資料につきましては、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金の全体像を国が示したものとなります。 

まず、非課税世帯に対する臨時特別給付金についてですが、本市での給付にあたり、５月１日付で

当該給付に係る予算を専決処分させていただきました。この専決処分については、改めて次の議会に

て、議員の皆様に専決承認を求めて議案上程する予定としておりますが、本日はこれに先立ち、教育

民生常任委員会の皆様に、本給付事業について概要を報告させていただくものです。 

非課税世帯に対する給付金については、電力・ガス・食料品等の価格高騰重点支援金として、低所

得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、１世帯あたり３万円をプッシュ型で給付するものでございま

す。財源は、全額国の負担金となります。現在、執務体制を整えるための雇用であったり、パソコン

等のリースに伴う契約等の準備を進めさせていただいております。６月下旬には、支給対象者のデー

タの取り込みを行いまして、６月下旬から７月初めにかけ、対象となる世帯に確認書を送付させてい

ただき、回答いただきました方から順次支給を行う予定としております。 

次に、障害福祉サービス施設等給付金についてですが、資料にもあるように、低所得者支援枠以外

にも推進事業メニューも示されております。この中で事業者支援というものがございますので、これ

についても給付を進めるべく準備をしており、スキームがしっかり定まりましたら、６月補正予算に

計上させていただく予定としております。これにつきましての詳細については、また予算決算委員会

にて説明させていただきます。 

【質疑：大西委員】 

 この事業にとやかくいうつもりはないですが、１点気になるところが。低所得者世帯支援枠の中の

推奨事業メニュー１や３と組み合わせて、プレミアム商品券やマイナポイントってあるんですけど、

これは今、マイナポイントで考えていらっしゃるんですか。 

【答弁：渡辺福祉事務所長】 

 これは市全体の分になりますので、今回の給付についてはマイナポイントは検討しておりません。 

他の部署で事業を実施される場合もあるかと思いますが、私があげたのが時期尚早であったかもし

れませんけども、福祉事務所としてはこういうことを考えておるというところの報告にはなります。 

【質疑：大西委員】 

 四万十市の福祉事務所としては、現状、マイナポイントとかプレミアム商品券は考えてないという

ことですよね。現金給付という形で考えてらっしゃっるということで。 

【答弁：渡辺福祉事務所長】 

 そのとおりでございます。 

※他に質疑なく終了 

 

●次に、その他に移り、管内視察について協議を行った。 
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－ 小休 － 

－ 正会 － 

 

管内視察については、７月 11日の火曜日に実施する予定とし、場所については、川崎保育所・利岡

小学校・八束小学校が視察候補地となった。今後の調整において、１か所追加する可能性もあるが、

最終的には、次回の教育民生常任委員会で決定することに決した。 

  

●次に、管外視察について協議を行った。 

 

－ 小休 － 

－ 正会 － 

 

 管外視察については、10月・11月を実施予定とし、場所については、６月の定例会中の教育民生常

任委員会で検討することに決した。 

 

●事務局より連絡事項 

 

－ 小休 － 

○令和５年度の職員名簿について 

○四万十市民ポロシャツの購入について 

－ 正会 － 

 

■委員長報告の作成を正副委員長に一任し、委員会を終了した。 


